










































Las cantigas de Santa María, II,







　 6 世紀のローマ教皇グレゴリウス 1 世 sanctus Gregorius magnus は、キリスト教史において古代
の終わりと中世のはじまりを告げた人物である。神学はもとより教会典礼の形成にも偉大な足跡を残





　グレゴリウス教皇がペトルスという名の助祭 Petrus diaconus とかわした奇跡に関する問答集があ
る。これは教皇が直接に関与したもので、594年に 4 巻の『対話』Dialogorum にまとめられた（ 1 ）。
ここには諸聖人にまつわる奇跡の数々が示され、教訓が附されている。これが中世にさかんに作られ




たことと連動している。 8 月15日が聖母の御眠り koimēsis の祝日とされ、のちに西方教会に伝わっ
て、現在につづく被昇天 assumptio の祝日に受けつがれた。12月 8 日の無原罪御宿り conceptio 
immaculata の祝日は、これにやや遅れて 9 世紀に西方教会に導入された（無原罪聖母の教義は長い
時間をかけて確定していくが、これは本稿の第 5 章で述べる予定である）。その信仰は西ヨーロッパ
の各地に広まり、とりわけイングランドで重要な展開をとげることになる。
　1109年に没したカンタベリーの大司教アンセルムス Anselmus Cantuariensis は、マリアはあらゆ
る人間と同じく原罪を抱いて生まれ、御子キリストの恵みによって清められたと主張した。これに対
し弟子の修道士エアドメルス Eadmerus monachus は、マリアが母の胎内に宿ったときすでに原罪
から清められたと考え、『聖なる処女マリアの御宿りについての論考』Tractatus de conceptione beatae 





た（ 3 ）。中世ラテン語による聖母奇跡物語の目録によれば、その総数は1800点近くにのぼる（ 4 ）。これ
は異本は含めていないので実際の数となると想像もつかない。
　ラテン語の著作についで俗語による聖母の奇跡物語が書かれるようになる。1165年頃にイングラン





de Coinci が『聖母の奇跡集』Les miracles de Nostre Dame を著した。イベリアでは13世紀にゴンサ














1 　Como Santa Maria tornou a menĩa que era gar［r］ida, corda, 




3 　Ai, Santa Maria, 　ああ、聖マリア、
4 　quem se per vos guya 　あなたに導かれた人は
5 　quit’ é de folia 　分別をなくしても助けられ、
6 　e senpre faz ben. 　いつもすこやかな心でいられる。
［第 1 詩節］
7 　Porend’ un miragre vos direi fremoso ここにすばらしい奇跡をひとつあなた方に語ろう。
8 　que fezo a Madre do Rei grorioso, 栄光の主［キリスト］の母がおこなった奇跡を。
9 　e de o oyr seer-vos-á saboroso, それを聞けばあなた方はうっとりするだろう。
10　e prazer-mi-á en. そして私までうっとりさせるだろう。
11　Ai, Santa María... 　ああ、聖マリア……
［第 2 詩節］
12　Aquesto foi feito por hũa menynna これはひとりの少女に起きたこと。
13　que chamavan Musa, que mui fremosinna ムーサという名の、美しい少女。
14　era e aposta, mas garridelinna 愛くるしく、けれど落ち着きがなく、
15　e de pouco sen. そして考えが足りない。
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16　Ai, Santa María... 　ああ、聖マリア……
［第 3 詩節］
17　E esto fazendo, a mui Groriosa あるとき栄光の御方が
18　pareçeu-lle en sonnos, sobejo fremosa, 少女の夢に現れた。すばらしく美しい
19　con muitas meninnas de maravillosa 少女たちといっしょに、おどろくほどの
20　beldad’； e poren きれいな少女たち。なぜならそれは、
21　Ai, Santa María... 　ああ、聖マリア……
［第 4 詩節］
22　Quisera-se Musa ir con elas logo. ムーサが今すぐいっしょに行きたいと望むように。
23　Mas Santa María lle dis［s］’：Eu te rogo だが聖マリアは少女に言った。あなたが望んで
24　que, se mig’ ir queres, leixes ris’ e jogo, 私といっしょに行きたいのなら、笑ったりふざけたり、
25　orgull’ e desden. 高ぶったり［自分を］さげすんだりしないように。
26　Ai, Santa María... 　ああ、聖マリア……
［第 5 詩節］
27　E se esto fazes, d’ oj’ a trinta dias もしそのようにするなら、今日から三十日後、
28　serás comigo entr’ estas compannias あなたはなかまに囲まれて私とともにいるでしょう。
29　de moças que vees, que non son sandias, 見たとおりの落ち着いたこの少女たちと。
30　ca lles non conven. 落ち着きがないのはあなたにふさわしくないこと。
31　Ai, Santa María... 　ああ、聖マリア……
［第 6 詩節］
32　Atant’ ouve Musa sabor das conpannas 夢で見た少女たちもムーサを好きになった。
33　que en vision vira, que leixou sas mannas ムーサは自分の［今までの］習慣を捨て、
34　e fillou log’ outras, daquelas estrannas, 新しい別の習慣を身につけ、
35　e non quis al ren. ほかに何も望まなかった。
36　Ai, Santa María... 　ああ、聖マリア……
［第 7 詩節］
37　O padre e a madre, quand’ aquesto viron, 父と母はそれを見て、
38　preguntaron Musa；e pois que ll’ oyron ムーサにたずねた。そして目にしたことを
39　contar o que vira, merçee pediron 語るのを聞いて、［神の］恵みを願った。
40　à que nos manten. 私たちを守ってくれる恵みを。
41　Ai, Santa María... 　ああ、聖マリア……
［第 8 詩節］
42　A vint’ e seis días tal fever aguda 二十六日目にムーサは高い熱に冒され、
43　fillou log’ a Musa, que jouve tenduda； 寝たきりになった。
44　e Santa Maria ll’ ouv’ apareçuda, そして聖マリアが現れて、
45　que lle disse：Ven, ムーサに言った。「来なさい。
46　Ai, Santa María... 　ああ、聖マリア……
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図 １ 　エル・エスコリアル写本T第１１6葉裏（Edición facsímil del códice T.I.1, １979）
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47　Ven pora mi toste. Respos-lle：De grado. すぐに私のもとに来なさい」─ ムーサは答えた。
48　E quando o prazo dos dias chegado 「そうします」─ やがて日数が満ちると
49　foi, seu espirito ouve Deus levado 神はムーサの霊魂を連れ去った。
50　u dos outros ten 人々の霊魂を迎えるところへ。
51　Ai, Santa María... 　ああ、聖マリア……
［第10詩節］
52　Santos. E poren seja de nos rogado 聖者の方々、そのために私たちは祈ります。
53　que eno juyzo, u verrá irado, ［最後の］審判で［神の］怒りのくだるとき、
54　que nos ache sen erro e sen pecado； 過ちも罪もなく私たちを見つけてくださいと。
55　e dized’, amen. 唱えなさい。アーメンと。






　 1 行目「落ち着きのなかった」«garrida» と訳した語は『讃歌集』でここにしか出てこない。ヴァ
ルター・メットマンは「思慮の足りない」«travessa» と解し、フィルゲイラ・バルベルデは「軽率な」
«ligerilla»、ラウラ・フェルナンデスは「分別がない」«alocada» と訳した（ 7 ）。«corda» も同様で、メッ
トマンは「思慮深い」«sisudo» とし、バルベルデ、フェルナンデスともに「分別のある」«cuerda» 
とする。«corda» の名詞形 «cordura» のみカンティーガ第36番12行に見える。これは嵐に襲われた船
を聖母が救出する話で、イングランドへ向かった旅人たちは「思慮分別を備えた人々だが、誰もが命
を落とすと思い、それは確実だとさとった」«que ren non lles valia siso nen cordura e todos 





　 5 行目に «folia» とある。字義どおりには「狂気」であり、精神の錯乱である。ただ、第94番48～
49行に、修道院を逃げ出した修道女が異性と「多くの時を過ごした。男と狂おしいほどに」«e foi 













　カンティーガ第79番は写本Tの第116葉表から117葉表までの 3 葉を占めている。116葉表の第 1 列
から裏の第 1 列途中まで楽譜が掲載され、以下第 2 列の末尾まで詩句が記されている［図 1 ］。次の
117葉表に挿画が配され、ほかの挿画と同様に写本の 1 葉全部を使って 6 つの場面が展開する（13）。こ





サが分別を欠いたふしだらなふるまいをしているか」«cómo a menȳa Musa estava fazendo 




冠をかぶった女性 ─ 聖母にちがいない ─ が白い衣をまとった幼い少女たちと天使を従えて現れ、
何かを語りかけている。上段の文字は「どのように聖マリアが多くのなかまとともに臥して眠ってい




文字は「どのようにムーサが衣装を替え、父と母がそれに驚いたか」«cómo Musa mudóu sas 





«cómo a menȳa Musa contóu a seu padr’ e a sa madre o quell’ avē era con sancta Maria» とある。
　第 5 場面にはふたたび寝台に臥した少女に聖母が語りかけるさまが描かれている。白い衣のなかま
たちが少女を囲んでいる。上段の文字は「どのように少女が病気になり、そして聖マリアが彼女に現
れて、ともに行くことを語ったか」«cómo a menȳa adoecéu e sancta Maria ll’ aparecéu e dísselli 







少女たちとその魂を連れていったか」«cómo a menȳa Musa morréu e San［c］ta Maria con sas 










ついてこころよく語ったことがある。これを秘しておくのはしのびない」«Sed neque hoc sileo, 
quod praedictus Probus Dei famulus de sorore sua, Musa nomine, puella parua narrare consueuit» 
とある。それから次の話を紹介している（14）。
«dicens quod quadam nocte ei per uisionem sancta Dei genitrix uirgo Maria apparuit, atque 
coaeuas ei in albis uestibus puellas ostendit. Quibus cum illa admisceri adpeteret, sed sese eis 
iungere non auderet, beatae Mariae semper uirginis est uoce requisita, an uellet cum eis esse atque 
in eius obsequio uiuere. Cui cum puella eadem diceret： Volo, ab ea mandatum protinus accepit, ut 
nil ultra leue et puellare ageret, a risu et iocis abstineret, sciens per omnia quod inter easdem 
uirgines, quas uiderat, ad eius obsequium die trigesimo ueniret. Quibus uisis, in cunctis suis 
moribus puella mutata est, omnemque a se leuitatem puellaris uitae magna grauitatis detersit 
manu. Cumque eam parentes eius mutatam esse mirarentur, requisita rem retulit, quid sibi beata 
Dei genitrix iusserit uel qua die itura esset ad obsequium eius indicauit. Cum post uicesimum et 
quintum diem febre correpta est. Die autem trigesimo, cum hora eius exitus adpropinquasset, 
eandem beatam genitricem Dei cum puellis, quas per uisionem uiderat, ad se uenire conspexit. Cui 
se etiam uocanti respondere coepit, et depressis reuerenter oculis aperta uoce clamare： Ecce, 
domina, uenio. Ecce, domina, uenio. In qua etiam uoce spiritum reddidit, et ex uirgineo corpore 























«Cum humanum genus multis atque innumeris uitiis sit subiectum, Hierusalem caelestis maximam 






こに入ることはできない」«Amen dico vobis quicumque non acceperit regnum Dei sicut puer non 




　Ceo ne fait pas a celer 誰も知らぬ者はいない。
　k’un saniz hom selt cunter ムーサという名の妹について
　de sa soer ke Muse esteit dite. ひとりの聖者が語ることを。
　Pucele esteit e bien petite. 少女はとても幼なかった。
　Une nuit, par avisiun, ある夜のこと、夢のなかで
　li aparut cele par nun, ムーサに現れたのは、
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　ki est mere Deu apelee 至福なる聖マリアと
　Sainte Marie Boneuree, 呼ばれる神の母。
　e mustra li seintes pucele マリアは彼女に清らかな少女たちを見せた。
　en blanks vestemenz forment beles； 白い衣を着た美しい少女たちを。
　Cum Muse requist bonement ムーサはよろこんで、
　meller sei od cel saint covent, この清らかな交わりに加わりたいと思った。
　mais ne ert uncore si hardie, だがムーサはまだ思い切れなかった。
　dunc demanda sainte Marie そこで聖マリアは尋ねた。
　s’ele voleit estre en lur franchise なかまに加わりたいかと。
　e vivre si en son servise. そして自分に仕えて生きていかないかと。
　Cum la pucele li diseit 少女は聖母に言った。
　ke son plaisir faire voleit, よろこんでそうしたいと。
　ignelment li respundi すぐにそう答えると、
　la dame si li defendi, 聖母はムーサに命じた。
　ke si dunc ne feïst rien よいことだけに目を向けて、
　ke ne turnast a grant bien； ほかには何もしないようにと。
　De gas se estenist durement ふざけて笑ったりするのを
　e de risees ensement. 気をつけて避けるようにと。
　e dist li bien que ele vendreit そしてマリアはムーサに明らかにした。
　as puceles ke ele veeit, ムーサが見た少女たちと
　al trentime jor veirement, 三十日たつといっしょになり、
　ne vivreit plus lungement. そのとき命が尽きることを。
　Quant la pucele out enteudue 少女は自分の見た夢を
　l’avisium que ele out veüe, 理解したとき、
　sun curage turna en bien, 心をよい方へ向けた。
　si devient puis mult seinte rien, 彼女は大いに清められ、
　n’aveit cure mais de folie, あらゆる過ちから守られた。
　demenat puis mult sainte vie. それからはとても清らかな生活を送った。
　Quant si parent tele la virent 両親がそのように変わった娘を見たとき、
　muee, e bien ne l’entendirent, 彼らは理解しなかった。
　purquei ceo fust ne recorderent, 娘に何が起きたのかを。
　a li meimes le demanderent. そして娘に問いただした。
　E la pucele tut lur dit, 少女は両親にすべてを語った。
　cum Nostre Dame en dormant vit, 眠っているとき聖母が見せたことを。
　coment la bone Marie どのようにして心優しいマリアが
　li defendi tute folie； 自分をあらゆる過ちから守ってくれたかを。
　le jur de sa fin lur redit, 自分の死ぬ日を両親に告げた。
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　quant rendre deut son esperit. そのとき魂が［天国に］もどることを。
　Aprés le vint e le quint jor それから二十五日たって、
　la prist la fièvre a grant dolur. 苦しい熱がムーサを捕らえた。
　Cum li trentisme jor avint 三十日目になって、
　e la dereine ure la tint, 最後の時が訪れた。
　donc revint ele veirement, そのとき聖母が言葉どおりに再来した。
　la dame od cel meimes covent 同じなかまたちを連れて。
　ke ele vit ainz en son dormir. 眠っているとき見たなかまたちと。
　Ore les veit a sei venir. そのときムーサのもとに来るのが見えた。
　Ses oilz ducement ovri ムーサは穏やかに目を開けた。
　e a sei clamant respundi： そして呼ばれるとはっきり答えた。
　Jo vienc, dame, jo vienc aneire, 「私は行きます。マリア様、すぐに行きます。
　vostre parole est sainte e veire. あなたの言葉は清らかで真実です」と。
　Od cele voiz e od cel dit その言葉とともに、
　al ciel rendi sun esperit 少女は魂を天にもどした。
　en grant joie finalement. 永遠のよろこびのなかに。





守られた」«si devient puis mult seinte rien, n’aveit cure mais de folie» とある。また、ムーサのよ
うすが変わったのを見て両親が問いただしたとき、彼女が答えた言葉のなかに、「どのようにして心
優しいマリアが自分をあらゆる過ちから守ってくれたか」«Coment la bone Marie li defendi tute 




hoem i vint ki out mal grant en l’un pié ki tut ert ardant» とある（13～14行）。教会で祈りつづけた
が一向に治る気配がない。男はたまりかねて叫んだ。「苦しい、苦しい、死にそうだ。私の罪のせい
で心優しい聖マリアも私を見放されたのか」«Jo doil, jo doil, de doel murrai, ki tant sui luinz, par 
ma folie, de la duce sainte Marie» とある（49～51行）。ここに出てくる «folie» は男が犯した「罪」
















きます。マリア様、すぐに行きます。あなたの言葉は清らかで真実です」«Jo vienc, dame, jo vienc 
aneire, vostre parole est sainte e veire» とある。後者では聖母の言葉、「来なさい。すぐに私のもと







母の御出現 mariophania につながるのではないか。1858年に南フランスのルルド Lourdes でひとり




ルシア Lúcia とフランシスコ Francisco とジャシンタ Jacinta のまえに聖母が現れた。いずれも14歳
から15歳の子どもたちである。1961年、スペイン北部のガラバンダル Garabandal の村に住む 4 人の















1 　Esta é de como Santa Maria fez nacer as cinco rosas na boca do monge
2 　depos ssa morte, polos cinco salmos que dizia a onrra das cinco leteras





4 　Gran dereit’ é de seer 　それはまったく正しいこと。
5 　seu miragre mui fremoso 　処女マリアの奇跡がうるわしいことは。
6 　da Virgen, de que nacer 　私たちのために栄光の主を
7 　quis por nos Deus grorioso. 　産んだ御方の奇跡は。
［第 1 詩節］
8 　Poren quero retraer それだから私は語りたい。
9 　un miragre que oý, 私が聞いた奇跡のことを。
10　ond’ averedes prazer あなた方もそれを聞けば、
11　oyndo-o outrossi, 同じようによろこぶだろう。
12　per que podedes saber 大いなる恵みについて、
13　o gran ben, com’ aprendi, 知るだろうから。私が学んだように、
14　que a Virgen foi fazer 処女マリアがひとりの善良な修道士に
15　a un bon religioso. もたらした恵みについて。
16　Gran dereit’ é de seer... 　それはまったく正しいこと……
［第 2 詩節］
17　Este sabia leer 私が聞いたところでは、その修道士は
18　pouco, com’ oý contar, ほとんど字を読むことができなかった。
19　mas sabia ben querer けれども、ならぶもののない処女マリアを
20　a Virgen que non á par； 心から愛することができた。
21　e poren foi compõer 彼女をもっと讃えるために、
22　cinque salmos e juntar, 五つの聖歌を創作して、
23　por en ssa loor cre［c］er, ひとつにまとめた。
24　de que era desejoso. それはみずから望んだことだった。
25　Gran dereit’ é de seer... 　それはまったく正しいこと……
［第 3 詩節］
26　Dos salmos foi escoller 聖歌のなかから五つを
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図 3 　パリ国立図書館 nouv. acquis. fr. 2454１ 第55葉表（https://gallica.bnf.fr）
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図 4 　エル・エスコリアル写本T第83葉表（Edición facsímil del códice T.I.1, １979）
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27　cinque por esta razon 選んだというそのわけは、
28　e de ssũu os põer マリアの名を成す五つの文字を
29　por cinque letras que son 集めて合わせるため。
30　en Maria, por prender それはいつか、慈悲深い
31　dela pois tal galardon, 聖母の御子［イエス］に
32　per que podesse veer まみえることができるという
33　o seu Fillo piadoso. そんな恵みにあずかるため。
34　Gran dereit’ é de seer... 　それはまったく正しいこと……
［第 4 詩節］
35　Quen catar e revolver これらの聖歌に注意して
36　estes salmos, achará 目を通す人は気づくだろう。
37　magnuficat y jazer, 「主をたたえ」［の歌］を見いだし、
38　e ad dominum y á, そして「主を呼ぶと」と、さらに
39　e cabo del inconver- 「主が帰されたとき」と、そのあとに
40　tendo e ad te está, 「あなたを［仰ぎ見る］」と、最後に
41　e pois retribue ser- へりくだって、「あなたのしもべを
42　vo tuo muit’ omildoso. 生きさせ」［の歌］を見いだすだろう。
43　Gran dereit’ é de seer... 　それはまったく正しいこと……
［第 5 詩節］
44　Pera ben de Deus aver, 神の恵みをさずかろうと
45　ond’ aquestes, sen falir, これらの聖歌を欠かさずに
46　salmos sempr’ ya dizer いつも唱えつづけ、
47　cada dia, sen mentir, いつわることなく、
48　ant’ o altar e tender- 祭壇のまえで身をすべて
49　se todo e repentir 投げ出して悔いていた。
50　do que fora merecer おろかでみじめだったとき、
51　quand’ era fol e astroso. 自分が犯してしまったことを。
52　Gran dereit’ é de seer... 　それはまったく正しいこと……
［第 6 詩節］
53　Est’ uso foi mantẽer この習慣を世にあるあいだ、
54　mentre no mundo viveu； ずっとつづけてきた。
55　mas pois, quand’ ouv’ a morrer, しかしやがて亡くなったとき、
56　na boca ll’ apareceu 口から薔薇の木が現れた。
57　rosal, que viron tẽer そこには薔薇の花が五つあり、
58　cinque rosas, e creceu 花開いているのが見えた。
59　porque fora bẽeizer それは力ある聖母をいつも
60　a Madre do Poderoso. 祝福していたからだった。
106
ライフデザイン学研究　第15号　（2019）
61　Gran dereit’ é de seer... 　それはまったく正しいこと……
　修道士が生前に唱えたという 5 篇の聖歌はいずれも旧約聖書「詩篇」にその原典を求めることがで
きる。いずれもラテン語訳ヴルガータから取られている（21）。
　最初の聖歌「主をたたえ」«Magnificat» は「詩篇」第33番 4 節の「私とともに主をたたえ、とも




«Magnificat anima mea Dominum et exultavit spiritus meus in Deo salutari meo» とある。だが、
ここでは修道士が唱えた聖歌の原典はほかとのつながりから考えて旧約聖書の方であろう。
　 2 番目の聖歌「主を呼ぶと」«Ad Dominum» は「詩篇」第120番 1 節の「苦しみのとき私が主を呼
ぶと、主は答えられた」«Ad Dominum cum tribularer clamavi et exaudivit me» による。 3 番目の
聖歌「主が帰されたとき」«In convertendo» は「詩篇」第126番 1 節の「主がシオンの捕らわれ人を
帰されたとき、私たちは夢見る心地だった」«In convertendo Dominus captivitatem Sion facti 
sumus sicut consolati» による。 4 番目の聖歌「あなたを［仰ぎ見る］」«Ad te» は「詩篇」第123番
1 節の「私はあなたを仰ぎ見る、天にいますあなたを」«Ad te levari oculos meos qui habitas in 
caelo» による。 5 番目の聖歌「あなたのしもべを生きさせ」«Retribue servo tuo» は「詩篇」第119
番17節の「あなたのしもべを生きさせ、生きてあなたの言葉を守らせてください」«Retribue servo 
tuo vivifica me et custodiam sermones tuos» による。この 5 篇の聖歌の歌い出しの文字を組みあわ
せると M･A･R･I･A になる。
　修道士はこれらの聖歌をいつも唱えながら、「おろかでみじめだったとき、自分が犯してしまった





薇の花が見つかった修道士について」«D’un moigne en cui bouche on trouva cinc roses nouveles» 
とある。テクストと試訳を以下に示す（22）。
　Un brief myracle mout aoinne ひとりの純朴な修道士に起きた、
　conter vos veil d’un symple moine. 美しい小さな奇跡をあなた方に語りたい。
　Symples estoit et symplement その修道士は純朴でひたすら神に仕え、
　servoit Dieu et devotement. そして信心深かった。
　N’iert pas telz clers com sainz Ansiaumes 聖アンセルムスのような修道士ではないが
　sa miserele et ses set saumes 「哀れみたまえ」［の聖歌］と七つの聖歌
　et ce qu’apris avoit d’enfance そして子どものときに覚えた聖歌を
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　disoit par mout bone creance 大いなる良き信心によって唱えていた。
　selonc sa symple entencïon 純朴な思いに支えられ、
　servoit par grant devocïon 大いに愛していた神の母に
　la mere Dieu, que mout amoit. 献身をもって仕えた。
　A nus genolz la reclamoit ひざまづいて聖母にすがった。
　tout em plorant par maintes fois. いくたびも涙を流しながら。
　Mais mout estoit ses cuers destrois しかし彼の心はとても苦しみ、
　et destorbez de grant maniere はげしく乱されていた。
　quant ne savoit propre proiere 自分だけの祈りを知るばかりだったから。
　dont il fesist propre mimoire  彼が覚えているだけの
　de la propre dame de gloire. 栄光の婦人にふさわしい［祈りを］。
　Il en fu tant en grant porpens 彼はよくよく考えをめぐらせ、
　c’une en trova selonc son sens： 自分の知恵にもとづいて、
　cinc saumes prist, ses maria マリアの五つの文字から取った
　as cinc lettres de Maria. 五つの聖歌を作った。
　Tant eut de sens qu’il seut bien metre それはすなわち、それぞれの文字に聖歌を
　une saume a chascune lettre； ひとつずつあてはめたということである。
　N’i quist autre phylosophye. そこに深い考えを込めたわけではなく、
　ou non de la virge Marie, 彼が愛し、大切に思い、
　que mout amoit et tenoit chiere, いつも祈りを唱えている
　disoit sovent ceste proiere. 処女マリアの名を求めただけである。
　De ces cinc saumes sont li non： この五つの聖歌について、それらの名は、
　Magnificat, Ad Dominum, 「主をたたえ」と「主を呼ぶとき」
　Retribue servo tuo； 「あなたのしもべを生きさせ」
　la quatre est Inconvertendo, 四番目は「主が帰されたとき」
　Ad te levavi la cinquisme. 「あなたを仰ぎ見る」が五番目である。
　En l’oneur dou doz non saintisme うるわしく至聖なるその名を讃え、
　dist ceste sainte saumoidie 聖歌の朗唱を長いあいだ、
　tant con dura et fu en vie, 生涯にわたってつづけ、
　et quant Dieu pleut qu’a sa fin vint, その終わりが訪れたとき、
　mout biaus myracles en avint, 神は美しい奇跡を起こされた。
　car trovees furent encloses 口のなかに含まれていた五つの
　en sa bouche cinc fresches roses 新鮮な薔薇の花が見つかったのである。
　cleres, vermeilles et foillies 明るくあざやかな赤で、葉に覆われ、
　com se luez droit fuissent coillies. いま摘み取られたばかりのようだった。
　Cis myracles bien nos esclaire この奇跡は栄光の主のうるわしい母が
　qu’amyable est et debonaire 心やさしく愛情に満ちていることを
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　la douce mere au roi de gloire. 私たちにはっきりと教えてくれる。
　ここに登場する修道士は「純朴でひたすら神に仕え、そして信心深かった」«Symples estoit et 
symplement servoit Dieu et devotement» という。この修道士も苦しんでいたというが、何かの罪











　ゴーティエの詩では薔薇は「あざやかな赤で、葉に覆われ」«vermeilles et foillies» とあった。こ
の写本にも56葉裏の21行目に «uermeilles et follues» とあり、文字に異同はあるが鮮紅色であること
が記されている。挿画の薔薇は白で、葉に覆われていない。
　ここでカンティーガの写本挿画と比較してみたい。第56番は写本Tの第82葉裏から83葉表までの 2
葉を占めている。82葉裏の第 1 列に楽譜が掲載され、第 2 列に詩句が記されている。次の83葉表に挿
画が配され、ほかと同じく 1 葉全体に 6 場面が展開する［図 4 ］。ここでも 1 段目の向かって左を第
1 場面とし、 3 段目の右の第 6 場面へ進んでいく
　第 1 場面には右端の大きな尖塔アーチの下に台座に据えた聖母子像が描かれている。その下でひざ
まづいて祈る修道士の姿がある。上段の文字は「どのようにその修道士が聖マリアの祭壇のまえでい
つも祈っていたか」«cómo o monge fazía sempr’ oraçón ant’ o altar de santa Maria» とある。
　第 2 場面には右端の大きな尖塔アーチの下で書物をひもとく修道士が描かれている。書見台に載せ
た写本に見入っており、脇の棚には書物が乱雑に収めてある。上段の文字は「どのようにその修道士
が聖マリアを讃えて唱えた五つの聖歌を選んだか」«cómo o monge escolléu cinque salmos que 
rezasse a onrra de santa Maria» とある。
　第 3 場面には 1 段目の左とほぼ同じ情景が描かれている。修道士は聖母子像の祭壇の下でひれ伏す
ようにして書物を広げている。上に灯油のランプが吊ってあるから夜中だろうか。上段の文字は「ど
のようにその修道士が毎日祭壇のまえで五つの聖歌を唱えたか」«cómo o monge rezeva os cinque 
salmos cada día ant’ o seu altar» とある。






に亡くなったか」«cómo o monge maēnfestóu e comungóu e depois morréu» とある。
　第 5 場面には三分割された尖塔アーチの下にあおむけに横たわる修道士が描かれている。遺体の口
から薔薇の木が生え、赤い花が五つ咲いている。上段の文字は「どのようにその修道士が五つの聖歌
を唱えたことによって五つの薔薇を口から生じさせたか」«cómo naceron a o monge cinque rosas 
na boca polos cinque salmos que rezava» とある。
　第 6 場面には聖母子像の祭壇のまえに集まった修道士たちが描かれている。両手を広げて驚きの表
情を示す者もいれば、左手の場面に横たわった修道士を指さす者もいる。上段の文字は「どのように
修道士たちがこの出来事に目をみはり、聖マリアを讃美したか」«cómo os monges foron maravillados 







　次にゴンサロ・デ・ベルセオの『聖母の奇跡集』を読んでみたい。第 3 番は「聖職者と花」«El 




　Leemos de un clérigo que era tiestherido 知恵の足りないひとりの聖職者のことを語ろう。
　ennos vicios seglares feramient embevido； その男は俗世の悪癖をしばしばくりかえし、
　pero que era loco, avié un buen sentido： 気が変であったが、よいところがひとつあった。
　amava la Gloriosa de corazón complido. 栄光の御方［聖母］を心の底から愛していたのである。
［第 2 詩節］
　Comoquiere que era en ál mal costumnado, 悪い習慣に染まっていたにしても、
　en saludar a ella era bien acordado； 聖母をうやまうことには分別があった。
　nin irié a eglesia nin a ningún mandado 教会に行くときも務めをおこなうときも、
　que el su nomne ante non fuesse aclamado. そのまえに聖母の名を唱えないことはなかった。
［第 3 詩節］
　Dezir no lo sabría sobre cuál ocasión, どのようなきっかけかわからないと言うしかない。
　ca nós no lo sabemos si lo buscó o non, みずから招いたことかどうか、わからないのだから。
　diéronli enemigos salto a est varón, 敵対する者がこの男に飛びかかって、




　Los omnes de la villa e los sus compañeros, 町の人々と男の同僚たちは、
　esto cómo cuntiera com non eran certeros, このことがどのように起きたか確かでなかったから、
　defuera de la villa, entre unos riberos, 町の外にある土手のなかの
　allá lo soterraron, non entre los dezmeros. 教会の信者の場所でないところに男を葬った。
［第 5 詩節］
　Pesó-l a la Gloriosa con est enterramiento, この埋葬は栄光の御方に悲しみをもたらした。
　que yazié el su siervo fuera de su conviento； 自分に仕えた者が修道院の外に眠っているのだから。
　parezió-l a un clérigo de buen entendimiento,  聖母は道理をわきまえた聖職者のまえに現れ、
　díssoli que fizieran en ello fallimiento. このことで人々があやまちを犯したと告げた。
［第 6 詩節］
　Bien avié treinta días que era soterrado, 男が葬られてちょうど三十日が過ぎた。これほど
　en término tan luengo podié seer dañado.  時間がたっており［遺体は］損なわれただろう。
　Dísso-l Sancta María：«Fiziestes desguissado, 聖マリアは言った。「あなた方はひどいことをした。
　que yaz el mi notario de vós tan apartado.  私に仕えた者があなた方からこんなにも離れたまま
眠っている。
［第 7 詩節］
　Mándote que lo digas：que el mi cancellario あなたが言うように命じる。私に仕えた者は神聖な
　non merecié seer echado del sagrario；  場から退けられるべき者ではなかった。三十日間
　dilis que no lo dexen ý otro trentanario； そこに捨て置くままにしないよう人々に告げなさい。
　métanlo con los otros en el buen fossalario».  ほかの人とともにふさわしい墓地に納めるように」
［第 8 詩節］
　Demandóli el clérigo, que yazié dormitado： うとうと寝ていたその聖職者が聖母に尋ねた。
　«¿Quí eres tú que fablas? Dime de ti mandado,  「話しているあなたは誰か。伝えたいことは何か。
　ca, cuando lo dissiero, seráme demandado そう言うのも、あなたが私に求めるからである。
　quí es el querelloso o quí el soterrado». 訴えているのは誰か、葬られたのは誰なのか」
［第 9 詩節］
　Díssoli la Gloriosa： «Yo só Sancta María, 栄光の御方は彼に言った。「私は聖マリア、
　madre de Jesu Cristo, que mamó leche mía； 私の乳を飲んだイエス・キリストの母である。
　el que vós desechastes de vuestra compañía, あなたたちのなかまから見捨てられたのは、
　por cancellario mío yo a éssi tenía. 私に仕える者として大事にしていた者である。
［第10詩節］
　El que vós soterrastes lueñe del cimiterio,  ［教会の］墓地から遠く離れた所に葬った者であり、
　al que vós non quisiestes fazer nul ministerio,  あなた方はその者の葬儀をおこなおうとしなかった。
　yo por ésti te fago todo est reguncerio；  その者のために行なわせることをすべて示そう。




　El dicho de la dueña fue luego recabdado, 聖母の言ったことはすぐに実行に移され、
　abrieron el sepulcro apriesa e privado, ただちに急ぎ墓が開かれた。人々は奇跡を
　vidieron un miráculo non simple ca doblado, 目にした。一つではなく二つの奇跡を。一つの奇跡も、
　el uno e el otro fue luego bien notado.  もう一つの奇跡も、ただちに書き記された。
［第12詩節］
　Issiéli por la boca una fermosa flor, 口から美しい花が咲き出ていた。
　de muy grand fermosura, de muy fresca color； すばらしく美しく、あざやかな色をしており、
　inchié toda la plaza de sabrosa olor, 心地よい香りであらゆるところが満たされた。
　que non sentién del cuerpo un punto de pudor. 遺体からは少しの臭いも感じられなかった。
［第13詩節］
　Trobáronli la lengua tan fresca e tan sana その舌は生き生きとして元気そうに見え、
　cual pareze de dentro la fermosa mazana； 口のなかはきれいなリンゴのようだった。
　no lo tenié más fresca a la merediana, 昼ごろはあまり生き生きしていなかった。
　cuando sedié fablando en media la quintana. 広間で［無駄］話をしていた時だったからか。
［第14詩節］
　Vidieron que viniera esto por la Gloriosa, 栄光の御方のおかげでこうなったのを人々は目にした。
　ca otri non podrié fazer tamaña cosa. ほかの人ではこれほどのことはできないのだから。
　Transladaron el cuerpo, cantando «Specïosa»,  人々は男の遺体を葬った。聖母を讃える歌を
　aprés de la eglesia en tumba más preciosa. 歌いながら、教会の裏手のもっとよい墓に。
［第15詩節］
　Todo omne del mundo fará grand cortesía 世の人々は誰もが処女マリアに仕える
　qui fiziere servicio a la Virgo María； 大いなる礼節を抱くであろう。
　mientre que fuere vivo verá plazentería 生ある限りよろこびを見いだし、
　e salvará el alma al postremero día. 最後の［審判の］日に魂を救うであろう。
　この修道士は「知恵の足りない」«que era tiestherido» 男であり、しかも「俗世の悪癖をしばしば
くりかえし」«ennos vicios seglares feramient embevido» たという。「悪い習慣に染まっていた」
«que era en ál mal costumnado» ともいう。こともあろうに男は何者かに殺害された。そのため同僚
たちは教会での葬儀を拒絶し、町外れの「信者の場所でないところに男を葬った」«lo soterraron, 





　En Chartes ouv’ un crerizon, シャルトルに見習い修道士がおり、
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　que era tafur e ladron, 賭け事師で盗人だった男だが、





　Porque tal morte foi morrer, そんな死に方で亡くなったので、
　nono quiseron receber 人々は聖なる場所に受け入れることを
　no sagrad’, e ouv’ a jazer 望まずに［遺体を］横たえた。








　スペイン文学史のなかではベルセオは教養派文芸 mester de clerecía の作者のひとりとされる。ラ
テン語を解する知識人の集団に属するが、大衆にもわかるような日常の言葉を用いて詩作した。聞き
手をまえにして作品を朗詠するスタイルを取るものもある。ベルセオの『聖母の奇跡集』第22番は「救
助された遭難者たち」«El náufrago salvado» と題された話で、冒頭に「みなさん、お望みとあらば
日のあるうちにこうした奇跡についてさらにお聞かせしよう」«Señores, si quisiéssedes, mientre 






と 2 でいくつ？」「 4 」「 4 と 4 では？」「 8 」「 8 と 8 は？」「……20」「めちゃくちゃだ！」«¿Dos y 
dos son? ─ cuatro；¿cuatro y cuatro? ─ ocho；¿ocho y ocho? …… veinte. ¡Que barbaridad!»
　映画の原作はスペインの作家ホセ・マリア・サンチェス・シルバ José María Sánchez Silva が1953
























子に食べ物をもたらしたか」«Como un meninno que criava un abade en sa castra tragia de comer 







お父さんといっしょに食事をしようよ」«Contigo non comerei outra vez, se cras mig’ e con meu 




　Aquela noite passada, outro dia ant’ a luz 
　o abad’ e o menynno enfermaron, com’ aduz
　o feito desde miragre； e à sesta, quand’ en cruz
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た修道女の代わりとなって［彼女を］救ったのか」«［E］sta é como Santa Maria serviu en logar da 












seu logar entrou e deu a todo recado de quant’ ouv’ a recadar» とある。修道女は同僚たちに事実を
語った。誰もがこの奇跡を讃え、語り継いでいったという。
　この物語の起源は不明とされるが、最初に文献に現れるのはドイツのハイステルバッハの修道士カ
エサリウス Caesarius Heisterbachensis の『奇跡についての対話』Dialogus miraculorum である（37）。
カエサリウスはアルフォンソ10世の父フェルナンド 3 世に招かれ、1223年にブルゴスの修道院を訪れ




Vélez de Guevara が聖体神秘劇『天上の女子修道院長』La abadesa del Cielo を著し、ついで1610年
に黄金世紀を代表する演劇作家ロペ・デ・ベーガ Lope de Vega が喜劇『よき管理係』La buena 
guardade を著した。1614年には贋作として名高いアベジャネーダ Avellaneda の『ドン・キホーテ
第二の書』Segundo tomo del ingenioso hidalgo don Quijote de la Mancha にこの物語が挿入される。
ラ・マンチャの男とは全然無関係な挿話であって、主人公はここでは女子修道院長である。貴族の青
年に恋したあげく、あとに残していく修道女たちを聖母に託した。「至聖なるマリア様、あなたの天
使のような純潔さで娘たちをお守りください」«Amparaldas, Virgen santísima, por vuestra angélica 
puridad» などと呑気なことを言って出奔してしまう（39）。
　近代になると西欧世界で物語が復活する。フランスのロマン派作家シャルル・ノディエ Charles 
Nodier が1837年に『修道女ベアトリスの物語』Légende de sœur Béatrix を散文でつづった。数奇な
運命をたどった修道女はやがて静かに息を引き取り、教会はその輝かしい生涯を讃えて聖女に列した
という（40）。人々の敬虔さにはまったくもって畏れ入る。最後の輝きはメーテルリンク Maurice 
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　El rey Alfonso X de Castilla y León constituye un conjunto de canciones por alabanza a Nuestra 
Señora, llamado las Cantigas de Santa María. Se trata de una coleción de cuatrocientas veinte 
composiciones escritas en gallegoportugués, lengua literaria adecuada para este tipo de poesía lírica 
de trovador medieval. Hay unos códices conservados procedente de la propio escritorio del 
monarca, anotados en natación mensural, un sistema musical precisa para la época. Además, se 
aparece rodeado en algunas de las ilusraciones de los manuscritos ricos de las cantigas. Todos 
estos son legados valiosos de la fe y de las artes ibéricas del siglo XIII. En la corte alfonsí que se 
reunieron poetas, compositores y intérpretes de distintas culturas contiendo cristianos, muslmanos 
y judios, formaron parte de la agrupación amante de la ciencia y las varias artes.
　Leyendo algunas cantigas escogidas para esto estudio, investigaremos las cinco asuntos 
siguientes：en el primero capítulo, aclarar un propósito principal de las cantigas, respecto al 
problema sobre el origen de la lírica europea；en el segundo capítulo, tratarse las canciones que 
cuentan milagros sucedidos con la intervención de Santa María, haciendo una comparación con las 
obras coetáneas de la lengua vulgar；en el tercero capítulo, tener como objectivo los versos y las 
miniaturas del códice en relación con algunos lugares sagrados de la Nuestra Señora y sus romeros 
de entonces；en el cuarto capítulo, seguir la vida del rey llena de altibajos a través de 
composiciones autobiográficas；en el quinto capítulo, remontrarse desde el ángulo de la teología 
católica la fuente del culto popular sobre la Inmaculada Concepción de la Virgen, creído después 
con entusiasmo en las tierras española y portuguesa.
palabras clave： santa María, cantiga, gallegoportugués, música y artes ibéricas medievales, 
teología católica
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 Pueblos medievales rogando milagros
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